
コメ生産・流通・消費の総合誌 

コシヒカリを超えるコメ 
新時代の「コシヒカリを超えるコメ」 
極良食味多収品種『つきあかり』 

■今月の視点／３０年産は主産地中心に６県が作付け増 
　　　　　　　　　　　農水省が４月末段階の全国動向を発表 
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シリーズ／新体制を整える卸各社の新戦略 
①㈱むらせと㈱神明が業務提携。米消費拡大へ新たなチャレンジ 
②神明直営の外食店「ＳＡＢＡＲ＋」、大阪・なんばシティ店がオープン 
③㈱むらせがグルテンフリーの「ライスグラノーラ」を新発売 
④ミツハシ㈱・千田みずほ㈱・㈱むらせが共同企画／横浜で「う米じゃん食堂」出店 
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サタケニュース／ 
①新型石抜機を新発売②マジックライスの新商品を発売③「２０１８ 
ＮＥＷ環境展」に出展④ブラジル市場に新型光選別機⑤「ＦＯＯＭＡ 
ＪＡＰＡＮ２０１８」（国際食品工業展２０１８）に出展 
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福井米 『いちほまれ』評価定着に向け首都圏や関西圏などで着実にＰＲ 
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山形米 『特選つや姫』「ディスカバー農山漁村の宝」に選定（南陽市） 
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東洋ライス／増収減益ながら金芽米及びロウカット玄米は販売増加 ��～��

特集 《連載第235回》 

山形米 
岩手米 
宮城米 
秋田米 
福島米 
 
 
 
栃木米 
千葉米 
新潟米 
 

カ ラ ー 特 集  
『つや姫』『雪若丸』今年も吉村美栄子知事が手植えでアピール 
『金色の風』『銀河のしずく』達増知事、花巻・北上市長が田植え 
『だて正夢』今秋本格デビュー。村井知事が被災農地で田植え 
田植えの進捗率は平年並み、生育は概ね順調 
 ＪＡ会津よつば　「極上の会津米」田植え体験交流 
①ほんのり屋（ジェイアール東日本フードビジネス） 
②牛たん・とろろ・麦めしの「ねぎし」 
 ＪＡふくしま未来　泥んこ田植え楽しい（いなげやキャンペーン） 
Ａｍａｚｏｎ『栃木米田植えツアー』。栃木米ファン創出・拡大へ 
生育は平年より早め。生産者ルポ／竹内和雄さん（木更津市） 
 ＪＡ新津さつき　安全・安心な米づくりをアピール 

ＪＡ会津よつば 

ＪＡふくしま未来 

ＪＡ新津さつき 
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富　山 
 
北海道 
 
佐　賀 
 
青　森 
 
 
茨　城 

おかずのいらないかわちのお米（茨城県稲敷郡河内町） 
特別栽培米特別栽培米で網目１.９㍉調製、㍉調製、食味値食味値７７点以上点以上 
「田植田植え体験祭体験祭」開催開催し消費者消費者に安全安全・安心安心ＰＲ 

展示会／展示会／「生産者生産者・ＪＡと流通業者流通業者との米の商談会の米の商談会」（福島県編福島県編） 
●生産者●生産者との交流交流を通してオリジナル商品商品を確保確保 
①あいづ有機農法生産組合有機農法生産組合（会津若松市会津若松市）②遠藤有機農園②遠藤有機農園（白河市白河市） 
③㈲③㈲すとう農産農産（会津若松市会津若松市）④あじま農園農園（いわき市）⑤渡部農園⑤渡部農園 
（喜多方市喜多方市）⑥郡山環境保全農業研究会⑥郡山環境保全農業研究会（郡山市郡山市）⑦やまろく米出荷米出荷 
協議会協議会（福島市福島市）⑧長尾農園⑧長尾農園（会津若松市会津若松市） 

２７～２９年産年産で３年連続年連続１等米比率等米比率90％以上以上の実績実績 
３０年産年産の栽培栽培スタート。５月１５日中心中心の田植田植え徹底徹底も定着定着 
「ゆめぴりかコンテスト２０１７」で最高金賞最高金賞を受賞受賞した「留萌管内米留萌管内米」 
東京東京・クイーンズ伊勢丹伊勢丹で限定販売限定販売し評価高評価高める 
日本穀物検定協会本穀物検定協会の食味食味ランキング特Ａ評価評価の「夢しずく」 
すでにブランド化している伊万里地区伊万里地区「深山米深山米」をレポート 
県全体県全体の田植田植え最盛期は最盛期は平年並平年並み（５月25日現在現在） 
販促販促キャンペーン「青天青天のロマンにまっしぐら」がスタート 
●酒造好適米●酒造好適米「吟烏帽子吟烏帽子」、糯米糯米「めんこもち」出願中出願中 
天候天候に恵まれ田植田植えは約１週間早。週間早。今年今年も期待期待の品質品質・食味食味 
第１６回あずまミルキークイーン「田植祭田植祭」開催開催（ＪＡ稲敷稲敷） 

※月刊「食糧食糧ジャーナル」のご送付送付に使用いたしましたご購読者購読者の皆様皆様の個人情報個人情報は、ご送付以外送付以外の
　目的では使用いたしません。 
　今月今月の表紙／表紙／ライラック

おかずのいらないかわちのお米（茨城県稲敷郡河内町） 
特別栽培米で網目１.９㍉調製、食味値７７点以上 
「田植え体験祭」開催し消費者に安全・安心ＰＲ 
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展示会／「生産者・ＪＡと流通業者との米の商談会」（福島県編） 
●生産者との交流を通してオリジナル商品を確保 
①あいづ有機農法生産組合（会津若松市）②遠藤有機農園（白河市） 
③㈲すとう農産（会津若松市）④あじま農園（いわき市）⑤渡部農園 
（喜多方市）⑥郡山環境保全農業研究会（郡山市）⑦やまろく米出荷 
協議会（福島市）⑧長尾農園（会津若松市） 
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ワイド構成／産米特集 

２７～２９年産で３年連続１等米比率90％以上の実績 
３０年産の栽培スタート。５月１５日中心の田植え徹底も定着 
「ゆめぴりかコンテスト２０１７」で最高金賞を受賞した「留萌管内米」 
東京・クイーンズ伊勢丹で限定販売し評価高める 
日本穀物検定協会の食味ランキング特Ａ評価の「夢しずく」 
すでにブランド化している伊万里地区「深山米」をレポート 
県全体の田植え最盛期は平年並み（５月25日現在） 
販促キャンペーン「青天のロマンにまっしぐら」がスタート 
●酒造好適米「吟烏帽子」、糯米「めんこもち」出願中 
天候に恵まれ田植えは約１週間早。今年も期待の品質・食味 
第１６回あずまミルキークイーン「田植祭」開催（ＪＡ稲敷） 

※月刊「食糧ジャーナル」のご送付に使用いたしましたご購読者の皆様の個人情報は、ご送付以外の
　目的では使用いたしません。 
　今月の表紙／ライラック
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